
５ 調査結果を踏まえた現状について（中学校数学）

【成果が見られるところ】

○ 円錐が回転体としてどのように構成されるかを理解していることについ

て，正答率は87.8％（全国：90.1％）でした。 （Ａ問題５（2））

正答は，アです。



【成果が見られるところ】

○ 多角形の内角の和の求め方を理解していることについては，正答率は76.

8％（全国：69.4％）でした。 （Ａ問題６（2））

正答は，エです。



【課題が見られるところ】

△ 錯角の意味の理解について，正答率は43.9％（全国：43.1％）でした。

（Ａ問題６（1））

正答は，イです。

カの誤答が27.9％（全国：32.2％）見られました。この中には，錯角が平行な

２直線に１直線が交わった場合にのみ存在するものと捉えている生徒がいると考

えられます。



【課題が見られるところ】

△ 与えられた情報から必要な情報を選択し，事象に即して解釈することに

ついて，正答率は47.9％（全国：50.3％）でした。 （Ｂ問題５（2））

正答は，イです。

アの誤答が32.6％（全国：29.4％），ウの誤答が11.0％（全国：11.9％）見られ

ました。これら中には，分布の形や目的によって，平均値，中央値，最頻値を使

い分けることができなかったり，それらの意味を混同して捉えていたりする生徒

がいると考えられます。


